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羽咋大会を振り返って

穏やかな秋空のもと、第49回石川県理科教育研究大

会羽咋大会が、宝達志水町立相見小学校、 宝達志水町

立押水中学校、石川県立羽咋高等学校、宝達志水町生

涯学習センタ ー （さくらド ー ム21)を会場に開催され

ました。 県内より多くの先生方にご参加をいただきま

して、研究を深めることができました。

大会開催にあたりましては、大会委員長の宝達志水

町立相見小学校 鍋島澄夫校長先生をはじめ、多くの

大会関係者の皆様方のご尽力をいただきました。 改め

てお礼を申し上げます。

羽咋高等学校では「光の性質」の授業を参観させて

いただきました。 光の波動性について実験を通して探

究する学習でした。 2 本のスリットを通った光が、ど

のようにスクリ ー ンに映るのか、班ごとに予想させ、

互いに予想図を見合う場面がありました。 様々な予想

図が張り出されました。 予想を確かめる実験では、縞

模様が見られました。 なぜ縞模様になるのかを既習の

水波の干渉実験と関係づけて考えるという学習展開で

した。 電子黒板、 シュミレ ー ションビデオなど生徒の

思考を助ける教育機器の多様な活用も見られました。

また、 相見小学校では、 4年生の「空気や水をとじ

こめると」の学習を参観させていただきました。 閉じ

込めた空気を押すと体梢が小さくなると同時に押し返

す力が大きくなることを体感し、 目に見えない空気の

変化を想像して、個々にモデル図に表現する学習が見

られました。

本大会の副題は、「科学的な思考力や表現力を大切

にした理科教育」 であります。

小中高とも、自然を学習の対象とする理科において

は、自然と直接かかわる体験を大切にしています。

石川県理科教育研究協議会会長

上 野 貴 司
（金沢市立大野町小学校長）

直接体験を通して得られる、「調べてみたいという

追究意欲」、「追究活動の努力の末に得られた新しい発

見への感動」、 そして「新たに生じる疑問」。

このような一連の問題解決的な学習を大切にする中

で思考力、表現力などの力を身に付けていくことが、

この間ずっと小中高の理科教育を通して求められてい

ることであります。 また、 言語活動の重要性が叫ばれ

ている今日、 自分の考えを絵や図に表現したり、実験

結果を表やグラフに表現して考察していく力は、 これ

からも大切に育てていかなければなりません。

継続は力なりと申しますが、 これからも、研究主題

「小・中・高をつなぐ理科教育のあり方」 を掲げ、研

究を次の世代に引き継がなくてはならないと思ってお

ります。

研究を次の世代に引き継ぐことに関しましては、 今

まで以上に若手の先生方の育成が叫ばれております。

あと10年で、現在の半数の先生方が退眺され、 世代交

代が一気に進むと言われております。 熟年の先生方が

これまでに培われてきた研究の成果、 そして授業のノ

ゥハウを若手の先生に引き継ぎ、育てていかなければ

なりません。 今大会の成果をぜひ今後の授業に生かし

ていただきたいと思います。

本研究会の歩みが、半世紀にわたり、続いているこ

とに、これまで本研究会に関わられた先翔の先生方の

ご苦労に敬意と感謝を表するところであります。

最後になりましたが、今大会を開催するにあたりま

して、ご指祁、ご支援を賜りました石川県教育委員会、

石川県科学教育振興会、羽咋市教育委員会、志賀町教

育委員会、 宝達志水町教育委員会の皆様方ならびに関

係者の皆様に厚く感謝を申し上げます。
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記念講演要旨

「脳科学の視点からみた理科授業のあり方」
金沢大学 人間社会研究域
学校教育系 教授

松原 道男氏

曇＞ 平成24年10月24日（水）

於：宝達志水町役場

脳科学については、生物学や医学、心理学など、い

ろいろな立場からのアプロ ー チがある。私は脳科学の

中でも、認知科学や認知心理学という研究を中心にし

てきたので、その一端から話をしたいと思う。特に、

脳をモデリングすることによって、子どもの認識や思

考がどうなっているのかを解明するとともに、脳をモ

デリングしたシステムを教育に役立てていくことを考

えてきた。

自分が学生の時に、心理学や学習心理学などの授業

があったが、明日の理科授業をどうするかというとき

に、すぐに役立つものではなかった。なぜなら、ネズ

ミに学習させたり、人間に無意味なことを記憶させて、

記憶とは何かを論じたりするような内容だったからで

ある。学校では人間が学習するし、理科では意味のあ

るものを対象にして学習を行う。大学院に入るころ、

認知心理学が注目されるようになり、具体的な事象を

対象として、人間の記憶や理解、学習について論じら

れるようになり、興味をもってその観点から研究する

ようになった。

人間の脳は、厳密には分けにくいが、右脳と左脳で

は機能に違いがあるとされている。コンピュ ー タは、

分析的で論理的な左脳を発達させたつくりといえる。

私が金沢大学に赴任してきたのは1987年である。その

ころは子どもに理科の問題を回答させ、子どもが回答

するのと同じようなコンピュ ー タのシミュレ ー ショ ン

プログラムを作成していた。そこでは、デー タとして

の知識とそれを処理する論理的手続きを考え、子ども

が誤るのは、この知識がないからとか、この論理的手

続きがないからとか、シミュレ ー ショ ンにより示して

いた。ただ、これには限界を感じていた。同じ子ども

でも、ちょっとした状況の違いで回答が変わり、それ

を表現すると複雑な構造になり、現実離れしてしまう。

そのような時に、神経回路網をモデルにし、右脳の機

能を表現するニュ ー ラルネットワ ー クの理論に出会っ

た。1990年である。こんな考え方があるのかと照いた。

学校教育関係の研究で、この理論を使っている者はお

らず、工学系や言語心理学の人が使っていた。それを

用いて研究を始めたところ、その分野の人たちに声を

かけられ、一緒に本を書いたりもした。

ニュ ー ラルネットワ ー クの一つに、階屈型のネット

ワ ークがある。そのネットワ ークでは、対象の特徴を

検出するはたらきがある。これは人のイメ ー ジに近い

ものである。人のイメ ー ジは、とらえにくいが、これ

を用いることによって子どものイメ ー ジをとらえ、授

業に役立てることが考えられた。たとえば、犬を言語

で説明するのは大変である。私たちは、犬というもの

を言語的に論理的に理解しているのではなく、プロト

タイプとよばれる典型的なイメ ー ジでとらえている。

もし論理的に少しでも迎っていたら迎うと判断するな

らば、初めて見るものは一切認識できないということ

になる。プロトタイプにだいたい一致していれば、そ

れであると認識できるわけで、プロトタイプを明らか

にすることは、認識や思考の解明に役立つと考えられ

る。

入力や出力、その中間の階隠性をもった神経細胞を

想定し、それぞれの階層の細胞がすべて連結するよう

にする。最初は、ランダムな連結である。そこで、入

力した情報が子どもの回答と同じになるように、連結

の重みを変化させる。これを学習と呼んでいるが、こ

の重みの変化は、ある理論を用いて行う。最初は子ど

もの回答と全く異なるが、連結を変えていくうちに徐々

に一致し、子どもの回答との誤差がなくなる。当時の

コンピュ ー タでは、一人の子どものモデルを作成する

のに半日ほどかかり、他の仕事ができなかった。そこ

で、計算を速くするためのアクセラレ ー タを購入した

り、いろいろ工夫したりして研究を進めた。

例えば、中学生の電気回路について、電流や抵抗な

どの具体的な数値が示されると、生徒はオ ー ムの法則

などの公式から論理的にとらえる。一方、それと同時

に回路全体の構造から、電流や抵抗のイメ ー ジをもつ。

ところが、このイメ ー ジは通常は調べにくい。そこで、

ニュ ー ラルネットワ ークでモデルを作ってみると、ほ

とんどの子どもは、直列や並列に関係なく、抵抗が増

えれば電流が流れにくくなるというイメ ー ジをもって

いることがわかった。実はこのイメ ー ジは言語化しに

くいため、子ども自身に自覚がないことが多い。左の

脳で論理的には正解できるが、右の脳の判断では違っ

たイメ ー ジをもつので、子どもはなんとなくわかりに

くいとか、難しいといったイメ ー ジをもちやすい。そ

こで、「こういうことを思っていないか」と聞くと初

めて自覚でき、修正することができる。今、言語活動

が重視されているが、理科の場合、言語活動の前の具

体的な体験やイメ ー ジが大切である。イメ ー ジそのも

のというのは言語になりきれないものもある。言葉に
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ならない図というのもある。 図などに描いたイメ ー ジ

を大切にしてほしい。 決して言葉にならないから非科

学的というのではなく、そのイメ ー ジを論理的に追究

すれば科学的になっていく。

ニュ ー ラルネットワ ー クを構築するときに、ネット

ワ ー クの連結の重みを変える、いわゆる学習を行うが、

その際、学習速度というパ ラメ ー ター がある。 このパ

ラメ ー ター を大きくすると、速く学習できる。 つまり

速くネットワ ー クを構築できる。 ところが、急ぎすぎ

ると収束せずにうまくネットワ ー クが構築できなかっ

たり、特徴検出が粗いものになったりすることがある。

一方、パ ラメ ー ター を小さくして、ゆっくり学習させ

ると時間がかかる。 ところが、特徴検出は細かいもの

ができたり、速く学習させたときと違った枠組みのも

のができたりする。 同じように勉強しても、速く学習

する子と遅くなる子がいる。 速い子はパター ン化が速

く、きまったことの処理が速い。一方、新しい事が入っ

たときには、既成の枠にとらわれすぎて適応できない

場合がある。 学習の遅い子は、既成の枠にとらわれず

ユニ ー クに判断したり、学習の速い子とは異なる枠で

考えたりすることがある。 これからの社会の急激な変

化を考えたときに、学習の速い子だけでなく遅い子の

とらえ方も重要になってくる。 そういう意味では、学

校において決まったことを速く学習できた子だけが、

高く評価されるのはよくないといえる。 また、努力し

ているが学習が遅くて自信をなくしている子ともには、

遅くても大丈夫で、人と違った発想ができるかもしれ

ないことを是非伝えてほしい。

例えば、NHKに「すイエんサ ー 」という番組があ

る。その中で東大生とすイエんサ ー ガ ールが、紙を使っ

て強度が必要なものを作ることで勝負をした。 東大生

はこれまで学習してきた理論で解決しようとした。 一

方、すイエんサ ー ガ ー ルは、実際に紙を折ったりしな

がら試行錯誤し、そのときの発想で解決した。 その結

果、すイエんサ ー ガ ー ルが二連勝した。 この課題は、

既存の理論では解決できないような特殊なものである

ため、このような結果になったと思われるが、既存の

枠が通じないようなことは社会に出るとよくあると思

う。 だから、いろいろなタイプの人間がこれからは必

要になる。

人間が言葉を話せるようになるのは、赤ちゃんの時

に情報処理を行う容凪が小さいからだという考え方が

ある。 容凪が小さいので、最初は少ない言葉で特徴検

出するような基本枠しかできない。 今私がしゃべって

いるような言葉は全部雑音にしか聞こえない。 成長と

ともにだんだんと容伍が増えてくると、基本枠をもと
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にそれを変形したり付け加えたりできて、しゃべれる

ようになる。 最初から容屈が大きかったら、いろんな

情報が入りすぎてパター ン化できず、たぶんしゃぺれ

ないだろう。 特に、高校の先生方にお願いしたい。 も

うちょっと簡単な問題でバター ンを作ってから、応用

的な問題に取り組ませてほしい。 受験もあって焦って

すぐに難しい問題にチャレンジさせると、これまでの

枠組みも崩壊してしまうし、新しい枠組みができにく

い。 もうちょっと基本的なことを、しっかり時間をか

けてやらせた方が能率は上がると思う。

ニュ ー ラルネットワ ー クの利用として、例えば類似

した記述内容を近くに配置する方法がある。 これを用

いて、科学的な記述内容を自動で評価するシステムの

開発を行っている。 これは、 web上で、 理科の問題

に対して自由に記述する。 すると自分の回答が、正答

や誤答の配置されたマップに位囮づけられ、その位置

や近くの回答例から評価結果を確認できる。 子どもに

利用させてみると、自分が正答と位置づけられても、

近くに配置された自分の回答と類似した誤答について

も参照し、考えを深める場合が多い。 このことから、

授業での話し合いなどにおいて、結果的に誤答であっ

ても、自分の意見を発表することは、自分にとっても

みんなにとっても勉強になるということがわかる。 是

非、子ども達にそのことを言ってあげてほしい。

最後に、 典味や好き猟いなどに関わる感惰について

である。 これは脳の中心に近い部位から発せられる。

脳の表面の、とくに大脳の前頭葉ではこの感情が制御

される。 このように脳の表面と中心で相互作用してい

る。 小学校高学年くらいまでは、大脳での制御が十分

できず、感情が抑えられないということがよくある。

大脳皮質から脳の中に向かう神経束よりも、脳の中央

から大脳皮質に向かう神経束の方が大きいといわれて

いる。 だから人間は、論理よりも感情が強いといえる。

その方が、人間らしさが生まれる。 論理的、合理的だ

と、たとえば、親が子どもを育てるとき、自分にとっ

てマイナスになるとか損をするといった、論理的、合

理的判断を行うと大変なことになる。 実際、親が子ど

もを育てるときは、論理的、合理的ではなく、自分が

犠牲になってでも子どもがよくなるように育ってほし

いと思う。 つまり、人間は思いやりをもっために、こ

のようになっているのだと思う。 そして、論理や言語

だけでなく、自然に直接触れたときの感情、また絵や

音楽、運動などによって、脳全体を活性化させること

は、新しい発想を生み出すうえで大切である。

記録：志賀町立堀松小学校 三宅 孝

宝逹志水町立押水第一小学校 泉 康浩
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《日程等》
時刻 8:15~8:45 8:45~9:35 9:35~ 10:15 10:15~11:00 11:00~11:30 11:30~12:20 12:20~13:20 13:20~ 14:20 14:20~ 14:30 14:30~14:55 15:00~ 16:20 16:25~ 16:35 - -

内 受 公 移 公 移 公 移 分 移 全 体 ＝ ム

＇ 動

，
動

，
動

科 開 ｀ 油
受 立又 昼 ＝A コ

メ
エ

付 (1) 付 付 食 会 動 式 式

時間 30分 50分 40分 45分 30分 50分 60分 60分 10分 125分

会場 羽咋高校 相見小学校 押水中学校 宝達志水町役場・さくらドー ム

駐車場 学校及び学校周辺 学校及び学校周辺 学校及び学校周辺 町役場・さくらドー ム周辺及び志雄小学校・志雄中学校

《公開授業》

学 校（会場 校） 学年・ 組 教科 授 業 者

1年4組 生 物基礎 坂野 典子
J l | 県 立 2年1組 化学 I 花島由喜夫

羽 咋 高等学 校
2年2組 物理 I 岡野 清

3年1組 理 科 谷 友里江

3年2組 理 科 土肥 久子

宝 達志水町 立 4年1組 理 科 楠 裕美子

相 見 小 学 校 4年2組 理 科 井上 翔太

5 年 理 科 岡部佐穂里

6 年 理 科 小 町 佳史

宝 達志水町 立 1 年 理 科 宮下 裕樹

押 水 中 学 校 2 年 理 科 品川 敦

《分科会》

分科会 エネルギー 粒 子

テ ー マ 科学的な思考力や表現力を 科学的な思考力や表現力を
大切にしたエネルギー学習 大切にした粒子学習

理化部会 理化部会
高 田 中 祐 介 江 頭 和 子

提 （野々市明倫） （金沢西高）

小松管内 金沢管内
案 中 田 中 守 丸 谷 奈津子

（辰口中） （津幡中）

者 中・奥能登管内 小松管内
小 西 田 透 佐 野 しのぶ

（天神山小） （金明小）

司会者
高 瀬 達 也 由 利 一 峰

（志買高） （粟ノ保小）

増 江 雅 人 水谷内 良 郎
助言者 （県教委学校指導課） （中能登教育事務所）

..................... ........雫··············—囀• .. -------- --------------------------------·---------

（県教委） 室 田 昌 一

（県教委学校指導課）

記録者
出 雲 香 苗

（邑知小）

運営委員
渡 邊 和 俊

（志雄中）

朝 田 滋
（県教育センター）

升 本 茜
（志加浦小）

政 氏 克 仁
（冨来中）
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体内環境の維持のしくみ

電気分解

光の性質

遥気で明かりをつけよう
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中 口 憲
（県教育センター）

井 表 円 美
（鹿西高）

米 澤 久美男
（高浜小）

地 球

科学的な思考力や表現力を
大切にした地球学習

地学部会
小 坂 淳
（大聖寺実業高）

中・奥能登管内
東 大 輔

（松陵中）

金沢市
久 野 将 義

（小坂小）

大 山 久 祥
（志賀中）
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山 本 英 喜
（金沢教育事務所）

江 守 秀 樹
（大聖寺高）

岩 田 哲 也
（富来中）



第49回石川県理科教育研究大会

羽咋大会を終えて

羽咋大会推進委員長

鍋 島 澄 夫

（宝達志水町立相見小学校長）

去る10月24日（水）、第49回石川県理科教育研究大会羽

咋大会が、「オムライスの里」 宝達志水町を中心に開

催されました。羽咋高校、相見小学校、押水中学校で

の授業公開と宝達志水町役場、さくらド ーム21で分科

会、全体会を行いました。お陰様で県内各地から260

名を超える皆様の参加を得て、終了することができま

した。開催に当たり、 ご後援賜りました石川県教育委

員会、石川県科学教育振興会、羽咋市、志賀町、宝達

志水町教育委員会はもちろん、 ご支援いただきました

各関係の皆様に心より感謝申し上げます。

本大会は、副題を「科学的な思考力や表現力を大切

にした理科教育」としました。 学習指導要領の理念で

もある 「生きる力」に基づくものです。平成23年度は

小学校、本年度は中学校が全面実施、高等学校におい

ても理科・数学の新学習指導要領の先行実施の年と聞

いています。新内容も増え、新たな観察、実験が開発

され、以前注目されていた観察、実験が再び脚光を浴

びているようです。 自分でどのように実験を進めたら

よいのか、結果をどのように分析して、どういう結論

を迎き表現すればよいのかなど、科学的な思考力や表

現力等の育成を重視しています。 予測を立て、条件を

設定してデー タをとり、結果から何がわかるかを論理

的に説明することは、将来科学者や技術者になりたい

人だけではなく、誰にとっても大切なことです。

また、昨年は、大震災、原子力発電所の事故、更に

秋には台風と、未曾有の大災害が起こりました。災害

から立ち上がり復興を成し遂げるためにも、防災・減

災という視点からも、 その基盤として理科教育が担う

べき役割はたいへん大きなものがあります。 かけがえ

のない一人一人の命に深く思いをいたし、人と協力し

自然と共生を図っていくことは、理科教育が本来包含

する基本的な価値でもあります。理科の学習の中で、

もう一度このことを深く心に刻み、授業の改善を考え

たいと思います。

ご後援いただきました金沢大学 松原道男教授、各

分科会で貴重な実践を発表していただいた提案者、助

言をいただいた指甜主事の方々、授業を公開してくだ

さった先生方をはじめ、本大会を支えていただいた皆

様に心より深謝申し上げ、 本大会の報告とさせていた

だきます。
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理 科 教 育功労者

1. 小学校の部 羽咋市立粟ノ｛呆小学校

由 利 一 峰

推薦理由

長年にわたり、羽咋市及び羽咋郡教育研究会理科部

会に所属。その間、部会の幹事などを担当し、研究会

や事業などの計画・準備など運営に尽力してきた。研

究会では、植物観察会や教具製作会などの講師や案内

役を務めてきた。羽咋理科サ ー クルに所属の時には、

環境教育と絡めた授業や教材の研究会を進めていった。

主に子浦川を中心に、水生生物による水質調査を進め、

調査方法の普及に尽力した。 また、科学教室「親子水

ロケット製作会」では、事務局として運営にあたるな

ど理科教育の推進に稜極的に関わってきた。

2. 中学校の部 宝達志水町立押水中学校

品 川

推薦理由

敦

課題解決学習に取り組めるように、肺のモデルを作

成して提示するなど教材開発に努めるとともに、地学

巡検を活用した野外観察を取り入れ、 自然に直接触れ

る体験活動を重視した授業実践も試みてきた。 また、

自作プリントを作成して基礎・基本の定着を図るとと

もに、新聞記事等にも資料を求めるなど身の回りに見

られる事柄を単元の学習に関連付けて授業を展開して、

生徒の興味•関心を高められるように工夫を行ってき

ている。 さらには、宝達志水町教育研究会や羽咋郡教

育研究会において、長年、副部長や幹事を務め、宝達

志水町や羽咋郡の理科教育の発展にも大きく寄与して

いる。

3. 高等学校の部 石川県立小松高等学校

茂 井 俊 光

推薦理由

石川県立小松高等学校を初任に、小松商業高等学校

を経て現在に至る。 この間、スー パ ー サイエンスハイ

スク ー ルの研究実践推進の要として活躍する一方、日

頃の生物の授業でも斬新な実験・観察等の実習指報に

より、生徒の興味•関心を掻き立てるような授業実践

を行い、本県の理科教育の発展に貢献してきた。また

石川県高等学校教育研究会生物部会の活動においては、

これらの実践を「チリモンとは」、「神経についての質

問」 と題して研究発表会等で栢極的に発表してきた。

さらに、長年、実験書改訂委員として自らの豊富な知

識と経験を生かしながら生物実験密の改訂にも携わっ

てきている。 なお、近年では部会誌編集委員長として

生物部会誌の編纂にも尽力している。



イ

1 第1分科会：エネルギ ー I

科学的な思考力や表現力を大切にしたエネルギー 学習

I. 提案発表の概要

(1)小学校より七尾市・天神山小学校教諭 西田 透

「なぜ？」から育む科学的な思考カ・表現力
～「ぞうさんふりこ」の学習を通して ～

① はじめに

児菫に、記述カ・説明カ・考える力をつけたいと考

えた。 そこで、①単元を貫く課題を設定し、 実験を繰

り返す中で結果を整理し考察する②予想と結果の違い

から生まれた疑問を探求する時間を設定し、レポ ー ト

を作成するの2つを柱として取り組んだ。

② 取り組みと内容

単元を貫く課題を«ふりこを音楽に合わせるにはど

の条件をかえればよいだろう»とし、 条件を変えなが

ら実験を繰り返した。 そして、「ふりこの長さを変え

ると1往復する時間を変えることができる」というこ

とに到達した。 さらに、探求する時間を設定し、文章

や表だけでなくグラフやイラスト、漫画などを使って

自分の考えを表現したレポ ー ト作成に取り組んだ。

③ 成果と課題

単元のゴールイメ ー ジを持って学習を進めることが

できた。 予想→実験→考察と繰り返し行ったことで、

課題に迫るための条件制御を身に付けることができた。

今後、科学的な思考カ・表現力を一層育んでいきたい。

(2)中学校より 能美市 ・辰口中学校教諭 田中 守

「電気分野での課題解決学習の工夫」

～科学的な思考カ・表現力の育成を中心として知識・

技能の習得も目指した課題解決学習のあり方～

① はじめに

思考カ・判断カ・表現力の育成を中心に、 知識・技

能の習得も目指した課題解決学習のあり方について探っ

てみた。

② 取り組みと内容

「電気の性質」単元の全時間において課題解決学習

に取り組んだ。終始豆電球を使用することをポイント

とした。 例えば、「豆電球の並列回路を流れる電流は

どのようになっているのだろう」という課題解決学習

において、配線の方法や電流計のつなぎ方も確認して

いくという具合に、課題を解決する中で知識・技能も

併せて学ぶことができた。

③ 成果と課題

この単元は、 終始豆電球の明るさに注目して、電流

と電圧の大きさに注目してきた。 その結果、豆電球の
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種類で、流れやすさの違いがあることを85％の児童が

説明できた。 今回は、 1時間1課題型だった。 今後、

マンネリ化しないように、予想段階で根拠が出てくる

ものを選んで単元構成のエ夫をしていきたい。

(3)高等学校より県立野々市明倫高校教諭 田中 祐介

放射線測定器の製作と身のまわりの放射線について

① はじめに

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所

の事故以降、放射線に対する正しい知識を持つことの

重要性を感じている。 また、放射線分野が、「物理」

履修者全員学習となる点からも放射線に関して理解し

ておく必要があると考えた。

② 取り組みと内容

ガイガーカウンターの製作に取り組み、簡易測定器

と自作品とキット②を用いて身の回りの放射線を1分

回X 5回測定し記録した。 その結果を踏まえ、授業へ

の応用について検討した。 自作キットに付いている

GM管では感度が低すぎて使えないことや散乱線の影

轡を防いで実験する方がよいことなど考察できた。

③ 成果と課題

学校教材としては大きなGM管を使用した方が分か

りやすい。 ガイガ ー カウンタ ー キットであれば、 1万

円～2万円程度で購入できるので生徒実験用に台数を

確保することは不可能ではない。 今後、 ますます放射

線教育の充実を図っていきたい。

II. まとめ（助言者より）

小学校の提案について

課題解決学習で最も重要なのは、 何と言っても課題

作りである。 課題を自分事としてとらえるのがとって

も難しい。 しかし、今回の小学校の実践は、誰もが知っ

ている童謡「ぞうさん」を使って自分事として活動し

ている点が良かった。

中学校の提案について

豆電球を使い「これぐらいならだれもが知っている

だろう」といったところから入り、 オ ー ムの法則へと

深いところに入っていく単元構成が良かった。

高等学校の提案について

文科省も放射線に関する教材資料をまた配布する予

定になっている。正しい知識を持って生徒に教えてい

く必要がある。

基礎基本と活用のバランスがキ ー ワ ー ドになってい

る。 そういった中で系統性を重視し3年間、 6年間、

9年問を見通して授業をデザインする必要がある。

（記録：羽咋市立邑知小学校 出雲 香苗）



I 第2分科会：粒子 I

科学的な思考力や表現力を大切にした粒子学習

I. 提案発表の概要

(1) 小学校より加賀市・金明小学校教諭 佐野しのぷ

目に見えない空気の存在を図や言葉で表現する

力をつける授業の工夫

~6年「ものの燃え方」での実践より～

① はじめに

実験や観察が好きな児童が多い一方、結果をノ ー ト

にまとめたり、発表したりすることが苦手な児童もい

る。 また、子どもたちは、空気を構成する粒子の存在

がどのように物の燃焼に関連しているかをイメ ー ジす

ることが難しい。 そこで、目に見えない粒子の存在を

目に見えるものとして捉えるために燃焼実験を通して、

自分の考えを図や言葉で表現する活動を取り入れた。

② 取り組みと内容

実験結果を表に簡単な文で短くまとめたり、共通し

た図が書き込まれたワ ークシ ー トを使って結果を書き

こんだりした。 また、言葉だけではなく、絵や圏を活

用しながら書かせるようにした。

③ 成果と課題

表やワ ークシ ー トを用いたことで、結果が比較しや

すくなり、実験の流れがつかみやすくなった。 また、

文を書くことが苦手な児窟も自分の考えを短く書くこ

とができるようになってきた。 さらに、自分の考えを

クラスで共有し合うことで、友達の表現の仕方や考え

方の迎いに気づくこともできた。

(2) 中学校より津幡町・津幡中学校教諭 丸谷奈津子

粒子モデルを用いた指導法の工夫

① はじめに

粒子領域の小・中学校の内容の系統性が圏られ、理

科でも言語活動の中で書く活動を意識している。 目に

見えないイオンをイメ ー ジさせるため、カ ー ドモデル

を使って理解を深める取り組みを行った。

② 取り組みと内容

原子・分子・イオンカ ー ドを動かしながら、電子を

放出して陽イオンになることや電子を受け取ると陰イ

オンになる様子のイメ ー ジをもたせるようにした。 そ

して、考えたことや分かったことを図や文でワ ークシ ー

トに記入し、思考の流れを整理させた。

③ 成果と課題

粒子モデルカ ー ドを使い、作業的に移動させること

で、化学式や化学反応式が持つ意味の理解にもつながっ

た。 また、自分の考えを班で交流し合い、学び合いを
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深めることにつながった。 今後は、モデルと関連付け

てみる見方や考え方を投うため、教員間で共通理解を

図り、粒子モデルを使った指迫を系統的に継続してい

くことが大切である。 また、全員が粒子モデルカ ー ド

を動かすことができる支援をし、根拠をもとに論理的

に説明する力をつけていきたい。

(3)高等学校より 県立金沢西高校教諭 江頭 和子

新学習指導要領実施に伴う化学実験書の改訂

① はじめに

新学習指埠要領理数科が先行実施に伴い、高等学校

教育研究会理化部会では、化学の基本的概念の定若、

科学的思考カ・判断カ・表現力の育成、科学の有用性

の実感に結び付けるよう化学実験書の改訂を行った。

化学実験書は、これまで21回の改訂を行っている。

② 取り組みと内容

目に見えない粒子のふるまいのイメ ー ジ化・可視化、

観察した現象の論理的な理解と表現、 日常生活や環境

問題との関連付けを目指し、①実験の項目の再考②思

考力を高める工夫③実験意義を確認できる問い方④環

境問題に配慇するために実験のマイクロスケ ー ル化を

考えながら改訂した。

③ 成果と課題

県内の高校へ実験書の普及活動を進めることで、採

用数の増加につながった。 今後は、採用校から実験杏

についての意見をフィ ー ドバックし、実験項目の再考

や実験方法を改善していく。 また、生徒自身に実験方

法を考案させたり、実験の失敗の原因は何かを問うた

りすることで生徒の思考力を高めていきたい。

II. まとめ（助言者より）

実験結果を表にまとめて整理することは、事物や現

象を比較させ共通点や相違点に気づかせるために、ま

た、イメ ー ジ画・図・モデル図を用いて予想し、結果

をまとめることは、自分の考えを説明する際の有効な

手段となっていた。

粒子モデルのカ ー ドを動かしながら、班や学級全体

で話し合う場を設定することで、自分の考えを説明し

やすくなり、学び合いが充実していた。 全体で学び合っ

たことを個に返す、きめ細かい指導が図られている。

児童生徒の不安に対し、教師は言葉かけや書き方指

迎など児童生徒一人ひとりを細かく指導し、評価する

姿勢が大切となる。 小・中・高をつなぐ理科教育を目

指すためにも学校間でどのような理科教育が行われて

いるか体験し、研銀をつんでいくことも大切である。

（記録：志賀町立志加浦小学校 升本 茜）



イ

1 第3分科会：生命 I

科学的な思考力や表現力を大切にした生命学習

I. 提案発表の概要

(1)小学校より 白山市・白嶺小学校教諭 平松 新一

「自ら考え、 表現し、 深め合う児童の育成」を

意識した理科学習 ～課題解決型学習と

実験・観察を中心にした授業実践～

① はじめに

学校教育目標の具現化に向けて、学校の研究主題を

決めて実践している。 その取り組みと、一環として行っ

た理科学習の実践を報告する。

② 取り組みと内容

研究主題の追求のために、「学びのやくそく」 ．

「白嶺プラン」で学習基盤を整備した。 授業は問題解

決型学習を実践している。 特に課題作りは、「思考を

要するか」と「まとめを意識しているか」の2点を大

切にしている。 また、体験活動を重視し、1時限の中

に観察・実験を取り入れている。 恵まれた地域素材の

活用、生物便りの発行•生物展示で自然に対する興味

付けも行っている。

③ 成果と課題

学習基盤を整備することで児童の授業に対する構え

ができ、全体のレベルが向上した。 職員も1つの指針

の下で同様の指導ができるようになった。 また、問題

解決型の授業を続けることで、学習の流れを理解し、

思考力も徐々についてきた。 体験学習の結果、自然に

を見る目も出てきた。 話す力に課題が残っている。

(2) 中学校より金沢市・西南部中学校教諭 吉村 威志

生徒の知的好奇心を喚起する実験方法の工夫
～ デジタルカメラの利用による、 表現力の向上

を目指して ～

① はじめに

科学的な思考力、表現力の育成のために、これまで

は実験レポートによる予習、 ホワイトボ ー ド等を用い

た話し合い •発表を行ってきたが、主体性・解釈・表

現に課題があった。 生徒にデジタルカメラを使わせる

ことで生徒の知的好奇心を喚起する事例を報告する。

② 取り組みと内容

2年生の『動物のくらしと生物の進化』の単元で、

イカの解剖にカメラを使わせた。 課題を決めて解剖を

進める中で、写真を撮らせ、発表させた。 3年生では

カメラを顕微鏡にセットし、細胞分裂のプレバラ ー ト

を撮影させた。 印刷した映像から細胞分裂の順番を考

え切り取り・貼付•発表させた。
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③ 成果と課題

生徒の観察の主体性が増大した。 視点が明瞭化し、

発表にも自信を持って臨めた。 結果を共有化し、「分

かりやすいと感じる生徒が増した。 一方、スケッチの

技術をどこで従うか、結果が生徒の手元に残りにくい、

発表が指示語で終わってしまうなどの課題がある。

(3)高等学校より 県立七尾高校教諭 内山 理恵

細菌という見えないけれど身近な生物の教材化

により科学的思考力を育成する

① はじめに

七尾高校はスーパーサイエンスハイスク ー ル(SSH)

の指定を受け、 9年目を迎えた。 その中で身近な細菌

を使った実験を行っている。 その実践例を報告する。

② 取り組みと内容

ス ー パーサイエンスクラブではいろいろな場所で

「落下細菌数の測定」を行った。 理数科の課題研究で

は「手洗いの効果」でいろいろな石鹸・洗剤で洗った

あとの手の細菌数を測定した。 理数科の授業では「卵

白の殺菌作用と細菌の種類」を行った。 これらの実験

にはオ ー トクレー プやインキュ ベー タ ー を用いている

が、加熱消毒や培蓑時問を延ばすことで代用できる。

③ 成果と課題

細菌はどこにでもいるものであるが、『見る』とい

う経験は新鮮である。 結果の予想や考察は科学的思考

力をつけさせる。 課題は培地の殺菌・作成に事前準備

が必要なことである。

II. まとめ（助言者より）

小学校の提案について

学校研究を通して学習の土台がしっかりしていた。

疑問符がつく課題から、思考が途切れずに進み、考察・

まとめとの整合性も考えられているすばらしい実践例

であった。 ノート指迎も教師の意図が明確であった。

中学校の提案について

どの生徒も本物を見て、考え、主体的に取り組んで

いた。 デジタルカメラを使って何をするかという課題

が明確に生徒に伝わっていた。 今後は、生徒個人につ

けたい力をつけるための工夫を期待する。

高等学校の提案について

見えない細菌を培養することでコロニ ー として可視

化し、生徒に興味・思考力を喚起していた。 中学でも

土中の微生物で用いることができる。 学校や生徒の特

性にあった可視化を工夫していくとよい。

（記録：鹿西高校 井表 円美）



1第4分科会：地球I

科学的な思考力や表現力を大切にした地球学習

I.提案発表の概要

(1)小学校より 金沢市・小坂小学校教諭 久野 将義

実感を伴った理解を目指す理科学習

~6年「大地のつくりと変化」の学習を通して～

① 提案課題設定の理由

「大地のつくりと変化」において、主体的な問題解

決を行うためには、児童が大地を身近に感じ、自分の

問題として追究し、表面的ではなく実感を伴って理解

することが必要である。実感を伴った理解を目指すこ

とで、児童に科学的な思考力や表現力を育むことがで

きると考え、提案課題を設定した。

② 取り組みと内容

本研究で取り組んだ 「大地のつくりと変化」の単元

は、時間や空間のスケールが大きいという特性を持っ

ている。児童にとって、そのような大きな時間や空間

のスケ ー ルというのは認識しにくいであろう。

そこで自分の住む地域の大地をイメ ー ジさせつつ、

岩石標本や映像資料、モデル実験、自然災害との関連

等を授業に取り入れることで、「習得の理解」「納得の

理解」の充実に取り組むこととした。

③ 成果と課題

単元を通しなるべく身近な素材を取り入れることで、

児童は興味や関心を持って学習に取り組めた。実感を

伴った理解を目指すことで、児童に科学的な思考力や

表現力を育むことができたと考えている。

しかし、「体得の理解」が全般に不足しており、単

元計画の見直しも必要であったと考えられる。主体的

な問題解決を図るために取り上げた地域教材であるが、

内容に関しての理解も深め、よりよい単元構成にして

いくことが、実感を伴った理解につながると考え、今

後の課題としたい。

(2)中学校より 輪島市・松陵中学校教諭 東 大輔

「科学的思考力を高める天体学習」

① はじめに

思考力や天体に対する理解、イメ ー ジを深めるため

には従来の方法に加えて、宇宙からの見方と地上から

の見方の両方をつなげて考えたり、宇宙の視点から地

上の視点へ逆に考えたりという機会を設け、両方の視

点で考える場面を同時に設けることが有効ではないか

と考えた。
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② 取り組みと内容

設定した領域は、「オリオン座の1日の動き」と

「月の日周運動」の2つである。それぞれの授業の中

で地球、太陽（光源）、天体のモデルを利用し、その

天体について、見え始める時間帯や方角について確認

したあと、地球上の日本の位置に立つ観測者（人形）
の目線の角度では、どのように見えるか考える活動場

面を設定した。また、全体で確認するために小型のカ

メラなどの視聴覚機器を利用し、地球については地球

儀、太陽は白熱電球、オリオン座は発光シ ー ルを利用、

月については発砲スチロ ー ル球を使って行った。

③ 成果と課題

小型カメラを利用することで、宇宙と地上の両方の

視点を合わせて、全体で確認することができた。2回

の授業の中で宇宙からの視点では天体の向きは変わっ

て見えないものが、地球上の日本からの視点では、地

球の丸みにそって傾きながら立って天体を観測してい

るという思考を持つ生徒が増えてきていた。

やはり見方が難しい部分があるので、上下がわかる

ような枠やカメラで撮った画像や枠のようなものをも

とに考えさせるなどの工夫が必要だった。小型カメラ

を手で持って見せていたが、ぎこちなくなってしまう

ので、スム ー ズに確認できるような工夫があれば良かっ

た。また秋分で考えたが、地軸の傾きのない状態で考

えた方がスム ー ズにいったのではないかと思われる。

II.まとめ～助言者より

小学校、中学校の提案について

・時間の大きなスケ ー ルをうまく表現することは難し

いが、全校種にわたって思考力、表現力の育成、実感

を伴った理解へつながるような努力が必要である。

・空間と時間の認識を深めるため、疑似体験的な手法

は非常に有効であった。

・モデル実験の有効性をしっかりと認識し、個別学習

→思考→同じ視点で全員が振り返ったという点が非常

に良い流れであった。

・視点移動をうまく活用したことが、広大な宇宙空間

の把握につながっていたと思われる。

•高校では今年度より地学基礎がスタ ー トし、小→中

→高とつながる大きな流れができた。今後も思考力や

表現力を大切にした地球学習を目指して努力が望まれ

る。

（記録：大聖寺高校 江守 秀樹）



大 会 風 景

◇石川県立羽咋高等学校

1年4組 体内環境の維持のしくみ

◇宝達志水町立押水中学校

1年 身のまわりの物質とその性質

2年1組 電気分解 2年2組 光の性質

2年 電流の性質 2年 電流の性質

◇宝達志水町立相見小学校

3年1組 電気で明かりをつけよう 3年2組 電気で明かりをつけよう 4年1組 空気や水をとじこめると

ィ

4年2組 ものの温度と体積 5年 もののとけ方 6年 てこの規則性
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◇分科会

エネルギー分科会

生命分科会

◇全体会他

会長挨拶

功労者表彰
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粒子分科会

祠

地球分科会

記念講演

中学校実験



鬱県内の各研究会活動瓢鵬霰瓢鬱霞瞬躙

I加賀市学校教育会小学校理科研究部会 l
【会員数】 28名
【部 長】 坂口 安江 教頭（動橋小）
【研究主題】

「子どもの思考カ・判断カ・表 現力を高める実験・
観察方法の工夫」

【活動内容】
• 5月7日 組織会

新年度の組織、研究主題、研究計画を決定した。
• 8月 1日 施設見学会

「こまつの杜 わくわくコマッ館」の施設、建設
機械などの見学を行った。世界最大級のダンプトラッ
ク 「93 0E」 の迫力は圧巻だった。

• 8月20日 講演会
文部科学省主催による 「 放射線に関する教職員セ

ミナー 」（出前授業）を実施した。講師に、名古屋
大学名営教授 森千鶴夫氏 をお招きし、放射線のし
くみや人体への影響などの解説 をして頂くとともに、
簡易放射線測定器による測定実習を行った。

• 8月27日 指迎案検討会
11月の研究授業に向けて、指埠案検討を行った。

教育センター の櫻井ゆかり担当 課長をお招きし、子
どもの思考の流れを大切にした授業の工夫などいろ
いろな助言・指導をいただき、有慈義な会となった。

• 11月13日 授業研究会
単元名 「ものの温度と体稽」(4年）
授業者 木越 正信 教諭（橋立小）

空気の温度変化と体柏の変化を実験し、イメ ー ジ
図をもとにグル ープごとに意欲的に発表する授業だっ
た。整理会では、授業の進め方等について意見交換
するとともに、予想の場面で子どもの考えを「共有
化」「明確化」することの大切さを櫻井ゆかり氏

（教育センター ）から指郡・助言を受けた。
（動橋小 坂口 安江）

I加賀市学校教育会中学校理科部会I

【会員数】 16 名
【会 長】 新谷 豊 教諭（片山津中）
【研究主題】 「 理科指甜法の研究」
【活動内容】
• 5月8日 組織会

組織、研究主題、研究計画の決定
• 8月 1日 第1回研修会（於：桑島手取屈群付近）

講師 闘田 哲平 氏
（白峰化石調査センター 調査員）

センター で行われている化石発掘や調査作業につ
いて説明を受けたり、桑島化石壁から採取された岩
石を利用して、化石の発掘調査体験を行った。数名
は昆虫の化石を発見した。また、「国指定天然記念
物桑島化石壁」の地屈の様子を現地で観察した。

• 8月20日 第2回研修会（於：片山津中）
講師 中村 早寿 氏（ケニス株式会社）

砂川 武義 氏（福井工業大学工学部教授）
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新学習指迎要領の実施で、新たに加わった分野や
単元の内容を中心に実験や実習として、イオン分野
での実験や放射線分野で活用できる霧箱の制作を行っ
た。今後の教材研究や授業に活用できる有意義な研
修であった。

•11月13日 第3回授業研究会（於：橋立中）
テ ーマ 「光」(1 年）
授業者 明翫 将和 教諭（橋立中）

凸レンズを用いた光の屈折の生徒実験を行った。
予想や実験後の考察では、生徒が電子黒板を利用し、
ビジュアル的な説明を行い、像のでき方の理解が進
んだ様子がうかがえた。授業整理会では、電子黒板
に表示される映像（図）の構成や言語活動を利用し
た活用力の向上について意見交換を行い、今後の会
員の授業に取り入れていくことを確認した。

（片山津中 新谷 豊）

I 小松市教育会理科研究会 I
［会員数】 69名
【会 長】 春木 俊一 校長（安宅小）
【研究主題】 「理科好きな子を育てる効果的な指迅」
【研究活動】
• 5月7日 発足会（於：芦城小）

会員がさらに増え、69名で発足した。組織作りを
行ったのち、事業計画を検討した。昨年は県理科大
会小松・能美大会の開催地であったため例年と違う
計画で進めたが、今年は例年通り、研究授業を復活
し、施設見学や講習会も新たな視点で取り組むこと
とした。

• 6月20日 施設見学（於：石川子ども交流センター ）
今年度 4月に日本海側初甜入のプラネタリウム

「デジタルスカイマックスDSII-R2」を中心に見
学した。研修室で事前の説明を受けた後、当日のプ
ログラム「シンフォニ ー ・オプ・ユニバ ース1番」
を視聴した。

• 7月25日 施設見学（於：加賀市鴨池観察館）
ラムサ ー ル条約に登録されている鴨池を訪れた。

同館の指迎員によるオリエンテ ー ション、野外体験
（たんぽ道の生き物）、実習（オリジナルワ ークシー

ト作り）の後、施設の見学を行った。近隣に世界的
に重要な場所があることを若い教員に伝えながら、
郷土の自然環境の素晴らしさを再認識した。

• 10 月17日 研究授業（於：安宅小）
単元名 「ものの体梢と力」(4年）
授業者 西村美智雄教諭（安宅小）

事後反省会では、デジタル教材の利用や発表ボ ー

ドの利用による言語活動の取り組みなど、今日的課
題を取り入れた授業だったので、多くの意見が出さ
れた。研究会後に県理教研の報告と小松看護学校か
ら提供された備品の配布を行った。

• 1 月16日 教材研究会（於：芦城中）
教材制作会社から講師を招き、新しい教材の紹介

や、自作可能な教材の実習を行う予定である。
（安宅小 春木 俊一）



1 能美市学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 26名（小学校15名、中学校11 名）
【会 長】 朝倉 康栄 校長（寺井小）
【研究主題】 「授業力向上のための手立てを探る」

【活動内容】
• 4月25日 組織会（於：根上学習センター ）

今年度の年間活動計画について検討した。 今年度
は能美市教育委員会からの委託事業（理科教育推進
事業）の 2年目にあたり、デジタル教科書を活用し
た指導案集を作成することを計画した。 また作成し
た指迎案をもとに研究授業を行い、 その効果的活用
について協議することも合わせて決定した。

• 8月 1 日 第1 回指琳案検討（於：浜小）
会員で分担して作成した指導案（小3～中3を一

人 2本ずつ作成）をグル ー プに分かれて検討した。

デジタル教科書がより有効に活用されているものを
選び、指導案集に載せるもの（各学年3本、計21本）
を決定した。

• 8月13日 第2回指苺案検討（於：浜小）

グル ー プごとに再び指染案の検討を行い、最後の
修正を行った。

·11月7日 研究授業及び協議会（於：根上中）
単元名 「化学変化と原子・分子」(2年）
授業者 中村 公ー 教諭（根上中）

水に電流を流したときに出てくる物質を調べる授
業であった。 デジタル教科書は再現が困難な実験の

提示（動画）と本時の実験方法の説明（動画）に使
われていた。 授業後の協議会で、どちらも効果的で
あったこと、特に繰り返しの活用や教師の補足説明
が重要であることが確認された。

• 2月27日 本年度の総括
理科教育推進事業の成果としての指導案集（デジ

タル教科書活用実践）の配布、本年度の活動の反省
等を行う予定である。 （寺井小 笹川 晃）

I 川北町学校教育研究会理科研究会 I
【会員数】 7 名（小学校 5 名、中学校 2 名）
【会 長】 鳥居 勝治 校長（川北小）
【研究主題】
「小中連携した理科教育のあり方」
～子どもの思考に沿った授業づくり～

【活動内容】
• 5月 2日：研究会組織会（於：川北中）

会長、研究推進担当者、部員の確認。 研究推進に
あたって必要な係を設定した。 研究会のテ ー マや年

問活動計画では、今年度は特に、新学習指迎要領を
踏まえ、小中連携した理科教育の指導についての研
究を深めるため、指迎主事を招聘して、指導法のエ
夫・改善等の研究に取り組むこととした。

• 5月14日：小中連携した指導（於：川北小）
小松教育事務所の荒木達人指導主事を講師に招き

次の3点について研修を行った。
①学習指導要領の趣旨に沿った理科指導
②小中連携した理科指迎のポイント
③子どもの思考カ・判断カ・表現力等を育むため

の指導案作成のポイント
荒木指導主事より、わかりやすい資料等をもとに
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ご指迎いただき、 JI!北町内の小中学校でどのような
視点を大切にして、理科教育に取り組んでいくかを
共通理解した。

• 8月3日：理科指導案検討（於：川北中）
中学校3年理科「物質とエネルギ ー 」の指導案に

ついて前回、荒木指迎主事からいただいた指報をも
とに、「子どもの思考に沿った授業」に迫るために、
課題提示の仕方や発問の工夫、 ノ ー ト指郡を中心に
検討した。

• 10月31日：研究授業（於：川北中）
単元名「物質とエネルギ ー 」(3年）
授業者 村本 庸平 教諭 (JII北中）

校内研修サポ ー ト事業を活用し、石川県教育セン
ター の嶋耕二指専主事に、研究授業参観及び授業整
理会での指甜・助言をしていただいたことで、次年
度の小中連携を推進するための課題も明確になった。

（川北小 鳥居 勝治）

I 白山市学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 52名（小学校26名、中学校26名）
【部 長］ 中薮 信治 校長（河内小中）
【研究主題】
「小・中・高をつなぐ理科教育のあり方」
～体験をもとに、言語活動を大切にした理科学習～

【活動内容］
部会員の理科教育についての資質向上をめざし、研

究授業を中心に捉え、講習・見学会・観察実験の技能
向上を含めた研修を小中学校別に実施している。

【研修活動】
• 5月9日 組織会

今年度の研究主題、組織、研修内容と計画の決定。
• 5月30日＜小学校部会＞

ジオパ ー ク推進室の日比野剛氏の解説により、化
石壁の見学及び桑島化石センタ ー において化石調査

の実際を見せて頂いた。 また、化石を探す活動も行
い参加者は時間を忘れて活動に没頭していた。

• 5月30日く中学校部会＞
単元名「化学変化と物質の質最の規則性」(2年）
授業者 山口 俊哉 教諭（河内小中）

「体験を基に、言語活動を大切にした理科授業」
をテ ー マとして、班活動の中での言語活動の充実の
ため、さまざまな手立てや支援の工夫がなされた授

業であった。
• 8月30日＜小学校部会＞

6年「てこのはたらき」授業研究に向けた事前研究

• 8月30日く中学校部会＞
年間指甜計画の検討と骨格をまとめる。

• 10月17日＜小学校部会＞授業研究会
単元名 「てこのはたらき」(6年）
授業者 中山 秀ー 教諭（松任小）

てこが水平につり合うときの「おもりの重さ」と
「支点からの距離」の関係を調べ、 きまりを考察す
る場面の効果的指郡法について取り組んだ。

• 10月17日く中学校部会＞
プラネタリウム鑑賞（石川子ども交流センター）
最新のプラネタリウムは幻想的ですばらしいもの

であり、施設見学も含めて今後の指迎に大変役立つ

ものであった。 （北星中 山形 正喜）



1 野々市市小中学校教育研究会理科部 I
【部員数】 13名（小学校6名、中学校7名）
【部 長】 宮本 浩一 校長（布水中）
【研究主題】
「自然に関心を持ち、思考カ・表現力を育てる理科教育」

【活動計画】
1学期（中） 2学期（小）の研究授業を中心に小中

学校の教科指甜の連携を深める。
【活動内容】
• 4月25日く組織会＞

研究テ ー マ、組織、 年間計画の決定
• 5月16日く事前研修会＞

中学校3年「記録タイマ ー で台車の運動を調べる」
の授業案の検討の単元構成の検討および小中の連携
について

• 6月20日< 1学期研究授業＞
単元名 「記録タイマ ーを使って台車の運動を

調べよう」(3年）
授業者 藤井 昌代 教諭（野々市中）

各班に記録タイマ ー と台車を与え台車に力を加え
たときの台車の運動を記録し、結果をグラフ化し、
班内で結果を考察しわかったことをボ ー ドにまとめ
て発表する授業内容であった。 各班の考察が黒板に
掲示されたが発表とまとめは次時になった。 授業整
理会では活発な情報交換がなされた。

• 8月22日＜夏期全体研修会＞
演 題 『算数・数学を学ぶおもしろさを感じ

る授業づくり」
講 師 青山学院大学教授 坪田 耕三 氏

• 10月5日く事前研修会＞
「てこのはたらき」の指郡案検討

·11月21日く 2学期研究授業＞
単元名 「てこを利用した道具」(6年）
授業者 江戸 一明 教諭（菅原小）

各班にてこを利用した道具を与え、児童は指令書
を見て『道具を上手に使う方法』と『力点・支点・
作用点を指摘する』 の 2つの課題を班員で協力し
まとめ、結果を発表する授業内容であった。 時間不
足で発表とまとめが次時になった。 授業整理会で活
発に討論された。

• 1 月16日＜研究のまとめ＞
本年度の研究のまとめと来年度の課題

（布水中 亀田 勇人）

1 金沢市小学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 99名
【部 長】 木谷 誠治 校長（泉野小）
【研究主題】

「知識基盤社会の時代を切り拓く人間を育てる理科教育」
～ 自然に働きかけ、習得し、活用し、探究する子をめざして ～

【活動内容】
「実感を伴った理解」から獲得した知識や技能を活

用して、科学的な思考カ・表現力を育成するための授
業改善をめざして、以下の3点を重点として研究・実
践を行った。

①既習経験を次の学びに繋がる単元展開の工夫
②子どもが見通しを持てる事象掲示の工夫
③実感を伴った理解に繋がる体験活動のエ夫
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通常の部会は、 ベテランが若手に伝えたい技能など
を解説する教材解説と、研究授業の事前研究の 2部 構
成とした。

【今年度の主な活動】
• 5月10日 全体会

講演：これからの理科教育を考える
～ 全国学力学習状況調査を通して ～

講師：河村 真吾（金沢市教育委員会指導主事）
• 6月22日 中教研授業研究

小中の一貫性を図るため参観交流した。
• 7月5日 授業研究

単元名 「からだのつくりと働き」(4年）
授業者 飛龍 亜由子 教諭（戸板小）
単元名 「植物のからだの働き」(6年）
授業者 竹田 嘉徳 教諭（田上小）

授業者の意図へ近付けるための教材の扱いなど協
議が深まった。 教材解説会では大野政信校長（伏見
台小）による実験実践があった。

• 8月 2 日 教材研究会
• 9月20日 授業研究

単元名 「風やゴムで動かそう」(3年）
授業者 宮腰 拓 教諭（伏見台小）
単元名 「流れる水のはたらき」( 5年）
授業者 池田 英暢 教諭（大野町小）

5年生の授業で行われた理科室内での流水実験に
ついて、多くの意見が出された。

• 12月6日 授業研究
単元名 「水のすがたとゆくえ」(4年）
授業者 小網 達也 教諭（附屈小）
単元名 「水よう液の性質とはたらき」(6年）
授業者 曽良 大貴 教諭（中央小）

• 1 月17日全体研究会（分科会研究成果発表会）
また、部会誌「知の創造」を自主的に発行してき

た。 （西南部小 山内 一良）

I 金沢市中学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 92名
【部 長】 山本 秀紀校長（小将町中）
【研究主題】
「科学的な思考カ・表現力を高める理科授業の工夫
～発表やノ ー ト・レポ ー ト作成の指導を通しての言
語活動の充実～」

【活動内容】
研究授業や研修会を通して、教師の授業力の向上を

図るとともに、金沢市小学校教育研究会理科部会との
連携等を通して小中間のスムーズなつながりについて
も検討していく。

以下、今年度の活動を簡単に紹介する。
• 5月25日 総会（組織会と 年間活動計画の提案）

講演会 演題「マイノ ー トの有効活用について」
講 師 小林 俊行 氏（東海大学教授）

• 6月22日 研究授業・授業整理会
単元名 「化学変化とイオン」(3年）
授業者 新田町 挙司 教諭（犀生中）
単元名 「化学変化とイオン」(3年）
授業者 毎田 武志 教諭（医王山中）

• 7月5日 小教研研究授業・授業整理会に参加
• 8月20日 夏季研修会

毎 年夏季休業中に、 1 日かけてふだんできない野



外巡検を行っている。今年度は、はじめにふだん通
り過ぎてしまう加賀産業道路沿いの 2 つの流紋岩の
蕗頭を見学した。次に、観音下石材（樹の日華石の石
切場、尾小屋鉱山資料館、マインロ ー ドを見学した。
午後は、木場潟で「水と緑のふれあいパーク（ビオ
パーク）」という水質浄化施設を見学し、そのしく
みを学習した。参加者は1 6名と若干少なかったが、
大変有意義な1 日となった。

• 10月24日 県理科大会 羽咋大会に参加
•11月1 6日 研修会

・「日本周辺の海底地形図を見てみよう！」
真角聡一郎氏（第九管区海上保安本部）

・「授業に役立つ実験実習」
菅原 満 先生（（樹ヤガミ開発顧問）

• 1月11日 総会（今年度の反省と次年度の計画）
実践発表

「生徒の知的好奇心を喚起する実験方法の工夫
～デジタルカメラの利用による、表現力の向

上を目指して～」吉村 威志 教諭（西南部中）
講演会 演題 「これからの理科授業のあり方」

講師 平澤 晃ー担当所長
（金沢市教育プラザ富樫 研修相談センター ）

（泉中 濱坂 昌明）

I 石川県立金沢錦丘中学校理科部会 I
【会員数】 2名
【部会長】 松本 政彦 教諭
【研究主題】
「理科における言語活動の充実を圏り、自ら考えて、
表現する力を育成する指迎法の工夫」

【活動内容】
今年度は、中学校教員1名が高校1年化学基礎を1

クラス、高校教員1名が中学3年理科 1クラスを相互
に受け持っている。そして、毎週火曜2限に中高理科
部会の時間を設定し、教育課程の研究や指甜法の情報
交換等を行っている。
• 4月 中高理科会開催
• 5月 中学校研究主題決定。廣谷玲江教諭（金沢大

学附属中）に共同研究を依頼した。
• 6月5 日 〈研究授業〉

単元名 「さまざまな化学変化」
授業者 本崎 弥 教諭
単元名 「植物のくらしとなかま」
授業者 松本 政彦 教諭
助言者 松原 道男 金沢大学教授
（学校指専アドバイザー ）
嶋 耕二 県教育センター指苗主事

• 8月9日 〈指迎案検討会〉
助言者 殷谷 玲江 教諭（金沢大学附属中）

• 10月10日 〈公開教科指導研究会〉
単元名 「動物のなかまと生物の進化」
授業者 本崎 弥 教諭
単元名 「身のまわりの物質」
授業者 松本 政彦 教諭

本年度の研究では、言語活動を充実させ、思考力
や表現力を高めるために、授業展開の中で、課題に
対して見通す活動、観察、実験の結果をまとめる活
動、結果から考察する活動に重点をおき、指甜のエ
夫を行った。その結果、考察する活動では、キ ー ワ ー
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ドを使って考え、全体へ広げ練り上げる過程の言語
活動を通して、科学的な思考力や表現力に高まりが
見られた。 （金沢錦丘中 松本 政彦）

I河北郡市教育課程研究会理科部会I

【会員数】 21名
【会 長】 岩井 いづみ 校長（英田小）
【研究主題】

「個のよさを生かし、言語活動を大切にした理科授業」
【活動内容】
・年間2回の研究授業を計画している。

研究の基本的な態度は以下の3点である。
①教材研究を通して、確かな学力の育成を図る指郡

法の改善や教材の開発に取り組む。
②児童の科学的思考力の育成を図るために、授業研

究を通して、一人一人のよさを生かす指迎法や評
価、支援のあり方の改善をめざす。

③実験講習会などを通して、児童の理解を深める実
験観察のあり方（素材や器具の吟味、機器の活用
など） を学ぶとともに実験技術や器具操作の習得
を図る。

• 4月16日 組織会（於：宇ノ気小）
• 6月13日 研究授業（於：中条小）

単元名 「植物のからだのはたらき」(6年）
授業者 平木 貴裕 教諭（中条小）

「新ジャガイモのでんぷんは、どこから来たのか」
を課題に、葉に日光が当たるとでんぷんができ、姿
を変えて体全体に運ばれていることを、実験を通し
て推論していくことがねらいの授業だった。研究協
議会では、児童が推論するための情報を得るために
実験を充実させ、モデル図を活用したことが評価さ
れた。また、実験に使ったウォ ー ター バスや尿糖試
験紙の活用方法が協議された。

• 10月10日 研究授業（於：七塚小）
単元名 「明かりをつけよう」(3年）
授業者 岸 洋平 教諭（七塚小）

回路の一部に身近な物を入れて豆電球が点灯する
ときとしないときを比べ、霜気を通すものの共通点
から金属について初期段階の見方を育成することが
ねらいの授業だった。児童は自分で持参した物が電
気を通すか予想し、意欲的に実験に取り組んでいた。
結果交流時、児童の言葉の使い方のうまさが注目さ
れた。協議会では、塗料がついている物の本時での
扱い方、思考を促すためのグル ー プ活動のあり方が
話し合われた。

• 1月16日 年間のまとめ
（宇ノ気小 長田 敏徳）

I河北郡市教育課程研究会中学校理科部会I

【会員数】 22名
【会 長］ 木田 崇 校長（津幡中）
【研究主題】

「目的意識を持たせ、科学的な見方や考え方を挫う
指導法の研究」

【活動内容］
• 4月18日 総会（組織、年間事業計画決定）
• 6月6日 授業研究会（於：津幡中）

単元名 「水溶液とイオン」(3年）
授業者 丸谷 奈津子 教諭（津幡中）

¥ 



身近な素材を使って電池をつくる実験を行った。
化学変化により電流が発生するという実験結果から、
イオンモデルなどを動かしながら考察していくこと
をねらった授業だった。授業整理会では、原子・イ
オンモデルを生徒達が上手に活用できたか、また、
言語活動の場の大切さなどが話し合われた。

• 10月10 日 授業研究会（於：高松中）
単元名 「光•音・カによる現象」(1年）
授業者 鶴山 達也 教諭（高松中）

浮力の大きさが他のどんな量と関係するかを実験
して調べる授業だった。生徒の興味•関心を高める
ために教科書とは違う独自の実験方法に取り組んだ。
ボ ー リングのボ ー ルを使った祁入や、スチ ー ル缶や
アルミ缶などの身近な素材で実験を行ったせいか、
楽しそうな雰囲気であり意見も活発に出ていた。

授業整理会では、「浮力の大きさの学習と浮き沈
みの学習を明確に区別すべきである。」や「2つの足
の関係を調べるとき、他の量を一定にすべきである。」
など、指迎方法を確認する意見も出た。

• 1月16日 1年間のまとめ
（津幡中 若杉 和弘）

1羽咋郡教育研究会理科部会I

【会員数】 31名
【会 長】 鍋島 澄夫 校長（相見小）
【研究主題】 「自然とふれ合う理科学習」
【活動内容】

• 5月10 日 部会組織 事業計画の立案
• 6月14日 第2回部会研修会（授業研究会）

単元名 「動物の分類」(2年）
授業者 品川 敦 教諭（押水中）

セキッイ動物は、生活のしかたやからだのつくり
によって、どのようなグル ー プに分けられるかにつ
いて理解することをねらいとし、写真をもとに、こ
れらを比較して共通点や相迎点を話し合うグル ー プ
学習に取り組ませる授業であった。

体表や子の生まれ方などがつかめる資料を準備し、
これらを比較させ、動物どうしの関連性を指摘する
場面を設定していた。グル ー プ内で生徒が自由に考
えを述べ、図を分類することを通して思考力や表現
力を身につけさせようとしていた。

毎日の授業の中でさらに大切な用語を意識させな
がら、表現する機会を繰り返していく必要がある。
電子黒板など情報機器を有効に活用して生徒同士の
学習活動が視覚化できるように工夫すべきであるな
ど、改善策について協議することができた。

• 11月15日 第3回部会研修会（植物観察会）
石川県巨樹の会会長である濱野一郎先生を講師に

招き、加茂小学校周辺の巨樹を観察した。また、巨
樹の定義をもとに、能登地区、石川県内、そして全
国に見られる巨樹もプレゼンテ ー ションを見ながら
学習することができた。

寺社の周辺だけでなく、民家の周りにも見られる
巨樹が、病害虫の影密だけでなく人々の生活によっ
て伐採されていることで減少してきていることも知
ることができた。活発な質問も出され、有意義な研
修となった。

• 1月下旬 教具の制作と今年度の反省
（押水中 品川 敦）

I羽咋市教育研究会理科部会 I
【会員数】 12名（小学校8名、中学校4 名）
【会 長】 北山 吉郎 校長（余喜小）
【研究主題】 「小中をつなぐ理科教育のあり方 」
【活動内容】

• 4月11日 組織づくり、研究主題の設定
年間事業計画の作成

• 6月13日 授業研究会
単元名 「化学変化と原子・分子」(2年）
授業者 山本 哲徳 教諭（羽咋中）

酸化銅を試験管に入れ、試験管を熱することによ
り銅を取り出す実験を行った。一班4 名、8グル ー

プで、生徒が実験を進めた。課題をつかみ、課題を
解決するために、与えられた器具を使って自主的に
実験し、その結果をまとめ、考察する学習をした。

今回は、ガスバ ー ナ ー で試験管を熱する実験だっ
たので、特に安全面での配慇が必要であり、小学校
の理科の学習でも安全に操作できるように指迎して
いきたい。

• 9月7日 羽咋市児童•生徒科学作品審査会
小学校78点、中学校14点の作品の中から、俊秀作

品43点を選出した。そして、選出した作品を、羽咋
郡市審査会へ出品した。

• 10月19日 授業研究協議会
単元名「てこの規則性」(6年）
授業者 村田 貴佳 教諭（西北台小）

てこは、「おもりの重さ 」x「支点からのきょり 」
の値が左右等しい時につり合うことを実験で得られ
た数値をもとに確かめた。扱った数値が、児斑が実
験をして得られた身近な数値であること、扱った数
値がほとんど整数だったことで、どの児童にも理解
しやすかったようである。

小学校では、言語活動をもとに根拠のある予想を
し、実験を行う授業が行われ、問題意識を持った学
習は、是非、中学校にもつなげていきたい。

（瑞穂小 松本 猛）

I 鹿島郡学校教育研究会理科部 I
【会員数】14名（小学校8名、中学校6 名）
【会 長】沢田 祐一 校長（鹿島中）
【研究主題】

「自然を見つめ、考える力を育む理科学習」
～理数大好き推進事業に即して～

【活動内容】
上記推進事業に則り昨年度までの実践を活かし、学

校単位、町単位で子どもたちを理数好きにするために
活動した。
• 4月24日 総会及び一斉部会（於：鳥屋小）

組織作り
• 6月15日 第1回理数大好き事業実行委員会

（於：鹿島中）
事業計画、科学フェスティバル、予算

• 8月9 日 中能登町科学フェスティバル
（於：ラピア鹿島）

全9ブ ース•町内小学6年生、中学 3年生参加
• 9月7日 郡科学作品審査会（於：カルチャ ー 飛翔）
• 9月8日～14日 科学作品展（於：カルチャ ー 飛翔）
• 9月26日 事前研究会

ヽ
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• 10月18 日 授業研究会（於：越路小）
単元名 「ものと重さ」(3年）
授業者 宮崎 雅行教諭（越路小）

• 12月7 日 第 2回理数大好き事業実行委員会
まとめ、報告書作成について（於 鹿島中）

• 1月11日 一斉部会（於：鹿島中）
研究のまとめと反省

（御祖小 立壁 卓也）

1 七尾市理科教育研究会 I
【会員数】28名（小学校16名、中学校12名）
【会長】 藤原 智城 校長（徳田小）
【研究主題】

r小中をつなぐ理科教育のあり方J
「子どもが主体的に追求する支援のあり方を探る』

【活動内容】
七尾市の研修日（毎月 1回・第 3 水曜日）に授業研

究会を中心に活動している。また、児童•生徒に科学
への関心を高めるため、七尾市少年科学館と連携を図
りながら、『科学研究発表会』などの取り組みを行っ
ている。
• 4月18 日 今年度の組織及び 活動方針と計画
• 5月23日 指迎案検討会及び年間計画の検討
• 6月20 日 授業研究会（於：天神山小）

単元名「ヒトや動物の体のつくりとはたらき」
授業者 西田 透 教諭（天神山小）

• 9月6 日 科学作品展審査会（於：小丸山小）
• 9月19日 少年科学館移設計画（少年科学館）
• 10月10 日 指埠案検討会（於：朝日中）
• 10月24 日 県理科教育研究大会（於：相見小他）
·11月 3 日 第52回七尾市児童生徒科学作品展

平成24年度石川県児童•生徒科学作品
コンク ー ル優秀作品展（於：小丸山小）

·11月21日 授業研究会（於：朝日中）
単元名「光の世界」(1年）
授業者 松井 文枝 教諭（朝日中）

• 1月16日 科学研究発表会打ち合わせ会
• 1月21日 科学研究発表会準備会（於：天神山小）
• 1月22日 第7回七尾市科学研究発表会

（於：天神山小）
今年度の総括と次年度の活動に向けて

（天神山小 岡島 征史）

1 輪島市学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 28名（小学校18名、中学校10名）
【会 長】 油谷 清治 校長（松陵中）
【研究主題】「新教育課程に対応した授業づくり」
［活動内容】

• 5月9日 総会 組織会（於：河井小）
• 5月16日 年間活動計画の検討（於：河井小）
• 7月4日 【小】奥能登学校教育研究集会

単元名 「魚のたんじょう」(5年）
授業者 柚木 孝之 教諭（鳳至小）

【中】教材研究（於：松陵中）
• 8月22日 【小】露頭観察会（於：門前町）

講師 原田 光雄 氏
【中】県理科大会提案内容検討（於：松陵中）

• 9月4日 科学作品審査会（於：河井小）
出品数60点（小 ー 4 6点、中 ー 14点）
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最優秀作品 小ー6点 中一該当なし
優秀作品 小 ー 8点 中一該当なし

• 9月11日 輪島市・ 鳳珠郡 科学作品審査会
（於：穴水中）

•11月7 日 小中合同植物観察会（於：西保小）
講師 表 富士夫 教諭（西保小）

星野 武司 教諭（門前東小）
• 12月 5 日 【小】教材・ 教具づくり（於：河井小）

【中】奥能登学校教育研究集会
単元名「水溶液とイオン」(3年）
授業者 岸 要 教諭（門前中）

• 1月9 日 小中合同講演会（於：河井小）
（町野小 表谷 仁）

I 鳳珠洲郡学校教育研究理科部会 I
【会員数】 18名（小学校10名、中学校8名）
【会 長】 中田 晴夫 校長（小木小）
【研究主題】
「自然に親しみ、科学的な見方・ 考え方を育てる理
科学習」

【活動内容】
• 5月9 日 組織、年間計画の立案、予算審議
• 6月6 日 授業研究会（於：鵜川中）

単元名 「力のつり合い」(1年）
授業者 池上 悟 教諭
ねらい 2 つの物体の間にはたらく、作用と反

作用の関係を理解し、力のつり合いと
の違いを文章で表現できる

つり合いの 2カと作用反作用の力の違いを説明す
る授業を行った。台車に乗ったヒトが壁を押す現象
をもとにして考えさせ、その後、授業整理会で意見
交流した。

• 9月 5 日 郡科学作品審査会（於：穴水中）
能登町と穴水町に分かれて審査後、合同審査会を

行った。今年度は、中学校の出品数が増えていた。
• 9月11日 県出品科学作品審査会（於：穴水中）
• 10月25日 授業研究会（於：宇出津小）

単元名 「物の体栢と力」(4年）
授業者 古道 千里教諭（宇出津小）
ねらい 注射器に閉じ込めた空気を押して、体

稽と手ごたえの変化を調べ、その結果
から空気の性質を考えることができる。

空気に力を加えると体稜や手ごたえの変化がどう
なるか調べることを通して授業を行った。手ごたえ
のようすを表す言語表現について議論された。

• 1月9 日 研究のまとめと反省（於：小木小）
（小木中 坂口 浩二）

I珠洲市理科教育研究会I

【会員数】 15名（小学校9名 中学校6名）
【会 長】 多田 進郎 校長（宝立小中）
【研究主題】
「自然に親しみ、科学的な見方や考え方を育てる理
科教育」

【活動内容】
• 4月19日 組織作り・年間活動計画の立案
• 5月17日 天文学習会 「満天星」土川 啓 氏
• 7月4日 奥能登学教研 小学校の部を開催
• 9月7日 第61回児童生徒理科研究作品展

， 



~9日 （小学校69点・中学校13点）
• 10月16日 公開授業（小学校）

宝立小中学校において、小学校理科の授業に中学
校の理科教諭がTT で参加する授業スタイルの授業
を参観 した。

• 10月18日 珠洲市学校教育研究会
講演会参加、研究レポ ー ト交流

• 10月24日 県理科教育研究大会（羽咋大会）
• 12月5日 奥能登学教研 中学校の部開催
• 1 月17日 教材教具研究·レポ ー ト交流
• 2 月21日 レポ ー ト交流・研修のまとめ

今年度 は天体ショ ーイヤ ーということもあり、昨
年に引き続き、星の観察館「満点星」 より土川啓先
生を お招きして「天文学習会」を行った。日食の し
くみ や観察方法などためにな る講習会を行うことが
できた。9月には第61回児童生徒理科研究作品展を
行い、優秀作品（小学校6点・中学校3 点）を県科
学作品展に出品 した。また 、珠洲市・輪島市・能登
町が集う 「奥能登学教研」として、小・中の研究授
業を輪島市で行うことができ、珠洲市以外の理科会
員の方々と交流を深めることができた。

（上戸小 加賀 浩）

I石川県高等学校教育研究会理化部会I

【会員数】 185名
【会 長】 竹中 功 校長（金沢向陽高）
【活動内容】
5月16日、総会を石川県立寺井高等学校にて開催し

た。前年度の事業報告および会計監査報告、 本年度事
業計画 、予算案を審議、承認した。 続 いて役員選出後、
全国理科教育大会 、北信越理科教育研究大会の派造者
を決定した。

8月3~4日、全国理科教育大会 、 第83回日本理化
学協会総会が北海道大学（札幌市） などを会場として
開催された。全国理事・小中高連携研究協議座長とし
て末栄良弘教諭（金沢市立工業高）、化学分科会 座長

として江頭和子教諭（金沢西高）が参加し、教育功労
宜を浅田秀雄氏（前金沢泉丘高校長）が受宜した。

8月9~10日、 第52回北信越理科教育研究大会石川
大会が輪島市文化会館、輪島高校を会場として開催さ

れた。全体協議座長として、高木義雄教諭（羽咋工業
高）、全体協議提案者として、山崎誠二教諭（星稜高）、
研究発表者として、 末栄良弘教諭（金沢市立工業高）、
寺澤幸平教諭（津幡高）、飯田洋祐教諭（寺井高）が
参加し、教育功労宜は江頭和子教諭（金沢西高）、端
井孝憲教諭（小松市立高）が受宜した。

10月18日、石川県高等学校理化研究大会を金沢西高
等学校にて開催した。分科会で は、高縁貿章教諭（小
松明峰高）、梨本拓郎教諭（金沢伏見高）、秦 文章教
諭（鹿西高）、山口好美教諭（寺井高）、談議所啓輔教
諭（金沢錦丘高）、高木義雄教諭（羽咋工業高）が研
究発表した。全体会後、石川幸一氏（岐阜県立飛騨高
山高等学校 非常勤講師）が『物理教育 、再出発の た
めに』と題して、長年携わった ’'のらねこ学会 ” での
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成果を踏まえ、新課程で物理教育を行う先生方へのメッ
セ ー ジをこめた講演だ った。会場の質問に、大会終了
後に実験を した結果を寄せていただくなど、氏の熱意
が十二分に伝わった。

10月24日、石川県理科教育研究大会羽咋大会の 提案
者として、田中祐介教諭（野々市明倫高）、江頭和子

教諭（金沢西高）、司会 者として、高瀬達也教諭（志
賀高）を派造した。

2 月には第3 回理事会を 開催し、 今年度の総括を行
い、3 月には今年度の県研究紀要並びに次年度の会員・

生徒用の物理・化学実験書改訂版を発行する。
（金沢向陽高 米田 雅人）

I石川県高等学校教育研究会生物部会 I
【会員数】 81名
【会 長】 三原 久信 校長（羽松高）
【活動内容】
• 5月11日総会・研修会（於：県教育センタ ー）

午前 は、平成23年度事業報告、会計決算報告、会
計監査報告、24年度事業計画案、会計予算案、 役員
選出ならびに各委員会の活動報告、研究グル ー プの
代表者選出、活動方針の報告を行った。

午後は、渡辺正夫教授（東北大学生命科学研究科）
により、「進化を唱えたダ ー ウィン も注目した植物
の自家不和合性・・花粉と雌しべの細胞間コミュ ニ

ケ ーションとその分子機構・・」と題して講演いただ
いた。（参加者31名）

·11月22日研究発表会
（於：石川ハイテク交流センタ ー）

「白山における外来植物オオアワガエリ・エゾノ
ギシギシの除去活動 ～野外実習グル ー プ報告～」
柳生敦志教諭（金沢商業高）、「2012年度大学入試セ
ンタ ー 試験問 題検討会 ～教科指甜研究グル ー プ報告

～ 」捨田利謙教諭（金沢錦丘高）、「学校 開放購座に
関する研究 」竹田勉教諭（津幡高）、「ダイコンを利

用 した小中高大の取り組み」寺岸俊哉教諭（小松高）、
「神経伝達物質に関する実験例の紹介」西口靖彦教
諭（大聖寺高） など多彩な発表があった。

その後、「雑草は白山に登 って何を する？白山亜
高山帯におけるハクサンオオバコとオオバコの自然

交雑」という演題で中山祐一郎氏（大阪府立大学）
により講演いただき、種の保存という観点 から、身
近な 白山における植物の生態につ いて理解を深めた。

（参加者18名）
• 12月9日「第14回 いしかわ高校生物の つどい」

中止とな りました （於：県立金沢西高校）
（参加校 5 校 、参加生徒数32名 、教員12名）

午前 は七尾、小松 、大聖寺 、金沢伏見高校の活動
報告や研究発表と講評、午後は北川貴士氏（東京大
学助教授）による講演「マグロ ー熱い血潮を持つ魚」
を予定していたが 、前日に暴風替報が発令された た
め、 やむを得ず中止を決定した。

次年度 は、実施予定である。
（金沢西高 窪川 寛恵）



I 石川県高等学校教育研究会地学部会 I
【会員数】 15名
【会 長】 寺西 一栄 校長（ 加賀聖城高）
【活動内容】

7月2日、石川県立加賀聖城高校に於いて、今年度
の総会を行い、総会後は学習会と施設見学、露頭観察
を行った。 総会は、寺西部会長の挨拶に始まり、会員
の紹介、役員、事業計画、予算案について審議し、こ
れらを承認した。 うれしいことに今年度4名の新会員
を迎えた。 背景には、学習指迎要領の改訂に伴う新科
目「地学基礎」の開講がある。 現況等のアンケ ー トを
県内高校理科教員に行った結果、どのような授業を展
開していくか思案中の回答が多かった。 総会では、地
学の授業に慣れていない先生に部会としてこれからど
のような活動を提供できるのか、この機会をどのよう
に活かして地学教育を発展させるか話し合った。 今後、
部会として学習会のような形で互いに話し合いながら、
各種の要望に応えられるような資料を提供したいと考
えている。

学習会では、寺西部会長が現勤務校で取り組んでお
られる「錦城山プロジェクト」についてその内容や取
り組み方、今後のことなどを熱い思いで語っていただ
いた。 午後の施設見学は隣県の「あわら北潟風力発屯
所」を（樹ジェイウインドサ ー ビスあわら事業所の合田
敏夫氏の案内で見学した。 加賀市海岸付近からも見え
る施設であるが、近くで見ると風車の大きさと回転に
圧倒される。 採算が合うには時間がかかりそうだが、
全部で10基設置されており、一見の価値がある。 露頭
観察は福井•石川の県境にある弁天岬と加賀市片野海
岸で実施した。 いずれも蕗頭の規模・観察できる内容
等は申し分ない。 今回、新部会員の参加はなかったが、
個人的な観察と辿って、部会の蕗頭観察では、科学的

（ 地学的）な観察や、議論が付け加わるのでまった＜
新しい体験（＋おみやげ）ができるよさがある。 露頭
観察希望の場合はぜひ本部会員に依頼されたし。

年度末頃に第2回総会（ 今年度の事業・会計報告と
反省、来年度の予定）及び研修会（「小水力発電」に
ついての講廣会）を行う予定である。 3月31日、地学
部会誌『高校地学第49集』を発刊する。

（ 大聖寺実高 小坂 淳）

I 金沢大学附属小学校理科部会 I

【会員数】 3名
【部会長】 岩崎 誠 教諭
【活動内容】
研究テ ー マ「であう・つながる・うまれるコミュ ニ

ケ ー ション」の3年次「見つめ直しのある聞き合い」
を副題として研究を行ってきた。「聞き合い」とは、
双方向に思いや考えを伝え受けとり合う「受けとめ合
い」と内省的に自分の考えとかかわる「見つめ直し」
の二つの要素から成り立つ。 今年度は、「受けとめ合
い」から「見つめ直し」への過程を充実させることで、
自分の考えとその理由や根拠を大切にしながら、他と
比較、関連づけ、取捨選択をしながら、自分の考えを
練り上げていくことを目指した。

本校理科部会では、昨年度から子どもが「なるほど」
など納得の言葉につながるような感動のある理科を目
指してきた。 それには「聞き合い」が重要だと考えた。
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理科における「聞き合い」は、まず、子どもが自然事
象に対してもった個々の考えを「受けとめ合い」、様々
な考えを自己の中に菩える。 蓄えた考えを比べ、子ど
もは不足感や違和感を持ち、それを改善するために考
えを「見つめ直し」表現することで考えを更新してい
く。 この更新した考えこそが、自己内での納得をもと
にして得た考えであるため、目指す感動のある理科を
生み出すもとになると考え研究を進めてきた。

理科における「聞き合い」を実現するためにうった
手だては以下の4点である。
•お互いの考えを明確にするための「可視化」
・比較を容易にするための「分類」
・見つめ直しに至るための「課題や教材を工夫」
・不足感や違和感をもった状態に至るための「グル ー

プ構成の工夫」
各手だての成果を確かなものにし課題を改善して、

より感動のある理科をめざし、子どもの姿に具現化
できるよう研究をさらに進めていきたい。

ぜひ来年度の研究発表会に来校いただき、子ども
の姿をご魏ください。 （岩崎 誠）

I 金沢大学附属中学校理科部会 I

【会員数】 3名
【部会長】 廣谷 玲江 教諭
【活動内容】
科学的な思考力を養うことに重点を置き、思考力を

育成するために科学的に説明する場面を意識した取り
組みを行って3年目となる。 昨年度までの研究におい
て、2つの取り組みを行い、それぞれに課題が残った。
本年度はその改善に取り組んだ。
①レポ ー ト指琳

観察・実験後の考察を行う場面で「考察の型」を示
して指導したり、レポ ー トの評価を生徒、教師が行い、
そのずれを指迎することで、より科学的に説明できる
ように支援を行ってきた。

昨年度までの取り組みでは、生徒の長期的な変容を
把握することが課題として挙げられた。 そこで、レポ ー

ト作成の指報とともに、生徒のレポ ー トの記録や分析
にも取り組み、指琳の改善にも役立てるようにした。
②学習の振り返り

単元の学習前と学習後に同じ課題について説明し、
その変容について生徒が自己評価する取り組みを行っ
ている。 授業前には説明できなかったことが、授業後
に科学的な根拠をもとにして説明できるようになり、
生徒に自分が単元を通して何を身につけたかを確認さ
せ達成感をもたせることができる。 また、学習の振り
返りを行うことで、自己評価や教師の評価から自分が
十分に説明できないことがらを明確にすることで改善
していく足掛かりにもなった。

しかし、単元によっては、思考を必要とする課題が
つくりにくい場合もある。 また、言語による表現に抵
抗を感じて忠くことをためらう生徒もみられた。 そこ
で本年度は、生命分野でコンセプトマップを利用して
振り返りを行った。 コンセプトマップを書くことで、

「語句を関連づける」という思考を行わせることがで
きる。 さらにそれを「イメ ー ジ→簡単な説明→詳しい
説明」と段階を踏んで説明できるように取り組んだ。

（炭谷 玲江）

y 



設毎翁纏翁愚圃園麿国朧じて
石川県科学教育振興会の設立趣旨：石川県の科学教育の振興

科学技術、科学教育の必要が叫ばれる時代状況の中、昭和38年に石川県理科教育センタ ー （石川県教育センタ ー の
理科分野の前身） が全国8番目に創設されました。

これと軌を一にして、本県の科学教育の振興をはかる目的で、県内産業界、PTA、学校の三者の連携・協力によ

り、石川県科学教育振興会が創設されました。 これは、初代会長、 越馬徳治津田駒工業株式会社社長（当時） の「わ
が国においても産業経済の振典をもたらす基礎は国民の科学水準の向上いかんにかかっている…」という言葉は、当

時の時代背景を映しており、「科学技術の振興は、教育であり、国家百年のためにも理科教員の投成 、社会に対して
は科学思想の普及を」との考えにより創設されたものです。

平 成25年2月2日出、金沢ニュ ー グラ ンドホテルにおいて、石川

県科学教育振興会設立50周年記念式典をご来賓、振興会役員（業界
関係・学校関係）、歴代越馬科学宜 受宜者計1 50名の参加のもと盛大
に開催いたしました。

表彰式では、菱沼捷二会長が挨拶され、県知事谷本正憲様より

ご祝辞をいただいきました。 そして、昨年11月に石川県産業功労宜

を受宜 された菱沼会長より本会にご寄付いただいた目録をご披露し

た後、科学教育振興功労者表彰を行いました。
科学教育振興功労者として、新家康三氏（大同工業株式会社）、

中村健一氏（中村留精密工業株式会社）、小倉周 一郎氏（北菱電
興株式会社）、三谷充氏（三谷産業株式会社） の4氏が表彰されま
した。 誠におめでとうございます。

続く記念祝賀会では、県議会議長 山田憲昭様より乾杯のご発声をいただき、歓談中には第1回 越馬科学貫受賞者
の坂井博様のお祝いのお手紙等をご紹介し、県教育委員会教育長木下公司様の万歳三唱で締めくくりました。

ご出席いただきました皆様にはお忙しい中ありがとうございました。

さらには、会員の皆様に感謝申し上げますとともに、今後とも石川県科学教育振興会へのご支援ご鞭撻をよろしく

お願い申し上げます。
................................................................................................ ..................・・・・・·· · · · · • · • · ·・・・・·• • ·・・・・・.....................................................................—囀．．．．．．．．．．．．．．．．

石川県科学教育振興会会員企業（五十音順 敬称略）

（樹アイ ・オ ー ・デ ータ機器／ア サヒ装設（樹／アムズ（樹／闊 ア ー ル・エム計測器／石井電機商会／石川県経営者協会

（樹石川鋼材商会／（掬 石川 コンピュ ータ ・センタ ー ／石川 テレビ放送 （樹／石川トヨタ自動車（樹／（樹うつのみや

（樹江口組／NHK金沢放送局／かがつう（樹／閻柿本 商会／（樹勝木太郎助商店／カナカン （樹／金沢環境管理（樹

金沢信用金庫／金沢 商工会議所／亀田工業（樹／北日本観光自動車（樹／北村プレス工業（l-i)／共和電機工業（樹／卸金太

黒川 工業（樹／闊小林太一印刷所／小松商工会議所／（樹坂尾甘露堂／（掬ジェスク ホリウチ／（樹柴舟小出／澁谷工業（掬

昭和鋳工（樹／（掬スギヨ／千田書店／第一 電機工業（樹／闊ダイシン／中日新聞社北陸本社／大同工業闊／太平ビルサービス（樹

太陽緑化建設（樹／（掬高井製作所／宝機械工業 卸／津田駒工業（掬／（樹東亜鍛工所／東亜電機工業（樹／（樹東振精機
直源醤油（樹／（掬 中島商店／ 中村留精密工業（樹／（樹ナナオ／七尾商工会議所／ニッ コー （樹／日成ビルド工業（樹

日本海建設（樹／のと共栄信用金庫／能美防災（樹金沢支社／ 羽咋丸善（樹／（樹PFU／東野 産業（樹／（樹東山商会

疋田産業（樹／（樹福光屋／北國新聞社／ホクショー （樹／北菱電興卸／北陸総合岩備保障（樹／ホクモウ（樹／北陸通信工業（樹

北陸電力（樹／北陸 日本電気ソフトウェア（樹／北陸放送（樹／毎日新聞社北陸総局／松村物産（樹／丸三 織布（椋／（樹丸西組
丸文通 商卸／三谷産業（樹／ミナミ金属（樹／向病院／（樹ムラヤマ／明祥卸／（約ヤギコー ポレ ーション／（樹山岸建築設計事務所

（樹山岸製作所／（掬山越／（樹山田時計店／闊ヤマト醤油味噌／良川織物工業協同組合／ヨシダ印刷（掬／（樹米沢鉄工所
米沢電気工事（樹／読売新聞北陸支社金沢支局／菱機工業（樹

編集後記

本号は、羽咋市や宝達志水町で開催されました
「第49回石川県理科教育研究大会（羽咋大会）」の

特集号として編集致しました。 また、県下の各地
区における理科関係の研究会の活動報告も併せて
掲載してあります。 今後の参考になりましたら幸
いです。 ごー読の上、ご意見をお寄せ下さい。

最後になりましたが、原稿執筆等でご協力いた
だきました先生方に厚く御礼申し上げます。
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